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 数値実験の結果、コンテナを 200(TEU: twenty-foot equivalent unit)収納するスケジューリン
グ問題では、到着が遅れたコンテナを後回しにして作業をした場合、総作業完了時刻に 25%の遅
れが出たのに対し、ロバストスケジュール事前作成法、リスケジューリング法での実験結果では
5%の遅れですむことが分かった。また厳密解法ではコンテナ数 10(TEU)を超えると、解を導出
することが困難であるが、提案手法では現実的なケースを想定したコンテナ数 50～200(TEU)の
問題を約 2分で解けることが分かった。つまり、提案手法は現実的な問題に適用可能である手法
であることが分かった。また全体の 25%のコンテナに到着の遅れが生じた際も、シフト法では
31%の作業の遅れが生じるが、提案手法では 7%の遅れですむことが分かった。しかしコンテナタ
ーミナルではガントリークレーンと自動運搬トラック、ヤードクレーンすべてのスケジュールを
全体最適しなければならないため、コンテナターミナル内の全体最適のモデル化と、その問題を
解くための近似解法の研究が今後の課題といえる。 
